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タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
と
砕
葉　
　

唐
の
出
兵
目
的
を
め
ぐ
っ
て　
　

齊　

藤　
　

茂　

雄

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

七
五
一
年
に
発
生
し
た
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
は
、
西
方
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝

と
、
東
方
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
と
進
出
し
て
い
た
中
国
の
唐
朝
と
が
衝
突
し
た
戦
闘
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。B

arthold

﹇1928, pp. 

195–196

﹈
は
、
中
国
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
ど
ち
ら
の
勢
力
が
マ
ー
ワ
ラ
ー
ア
ン
ナ
フ
ル
を
影
響
下
に
置
く
か
を
決
定
し
た
戦
い
で
あ

り
、
唐
は
敗
北
に
よ
り
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
後
退
し
た
と
指
摘
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
同
様
に
、
東
西
勢
力
の
中
央
ア
ジ
ア

に
お
け
る
趨
勢
を
決
定
付
け
、
唐
が
撤
退
す
る
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
研
究
と
し
て
、G

ibb

﹇1923, p. 9 6

﹈
や
護
﹇
一
九
七
六
、
一
五
四

―
一
五
九
頁
﹈
な
ど
が
あ
る
。
近
年
で
もK

arev

﹇2015, pp. 62–78

﹈
が
こ
の
観
点
か
ら
両
者
の
戦
い
を
再
考
し
て
お
り
（
特
にpp. 77–78

）、

根
強
く
継
承
さ
れ
て
い
る
。
畢
波
﹇
二
〇
〇
七
、
二
四
頁
﹈
も
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
で
唐
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
対
立
が
表
面
化
し
た
、

と
評
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
前
嶋
﹇
一
九
八
二
a
、
一
〇
四
頁
﹈
は
、
唐
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
勢
力
圏
が
た
ま
た
ま
接
触
し
て
い
た
た
め
に
戦
闘
が

起
こ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
そ
の
偶
発
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
森
安
﹇
二
〇
一
五
（
一
九
八
四
）、
一
八
二
―
一
八
三
頁
﹈
も
ま
た
、
唐
軍
は
タ

一
一
九
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ラ
ス
河
畔
の
戦
い
の
二
年
後
に
バ
ル
チ
ス
タ
ン
（
大
勃
律
）
ま
で
遠
征
を
行
う
な

ど
士
気
は
高
く
、
西
域
の
権
益
を
失
っ
て
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、
両
者
の
戦
い

が
中
央
ア
ジ
ア
の
天
王
山
と
呼
べ
る
よ
う
な
重
要
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
指

摘
す
る
。
近
年
で
は
、
李
方
﹇
二
〇
〇
六
、
五
九
頁
﹈
が
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
の

偶
発
性
を
認
め
つ
つ
、
東
西
両
勢
力
の
拡
大
の
中
、
衝
突
は
必
然
で
あ
っ
た
と

指
摘
し
て
お
り
、
前
嶋
の
視
点
を
継
承
し
つ
つ
も
、
東
西
両
勢
力
の
衝
突
に
注

目
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
は
、
著
名
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ

の
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
の
戦
い
が
中
央
ア
ジ
ア
史
の
命
運
を
分
け
た

重
要
な
戦
い
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
偶
発
的
な
衝
突
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
答
え
を
出
す
た
め
に
は
当
事
者
で
あ
る
両
軍
の
出
兵
の
経
緯
を
分
析

し
て
、
そ
の
出
兵
の
目
的
を
解
明
し
て
い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

戦
闘
そ
の
も
の
に
関
す
る
伝
世
史
料
は
中
国
史
料
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
史
料
で
も

驚
く
ほ
ど
少
な
い
た
め
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
史
料
だ
け
で
新
た
な
歴
史
事
実

を
解
明
す
る
こ
と
は
難
し
い

）
1
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
関

す
る
漢
語
新
出
史
料
を
用
い
て
、
唐
側
の
出
兵
目
的
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

【図一】　タラス河畔の戦い前後の中央アジア略図

パ
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そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
が
持
つ
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
最
終
的
な
目
標
と
な
る
。

　
　
　
　
　

第
一
章　

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
と
中
央
ア
ジ
ア
史
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

東
西
両
勢
力
の
展
開

　

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
お
け
る
東
方
の
主
役
で
あ
る
唐
は
、
六
三
〇
年
代
か
ら
大
規
模
な
西
方
拡
大
を
開
始
し
た
。
六
三
〇
（
貞
観

四
）
年
に
伊ハ

ミ吾
オ
ア
シ
ス
に
侵
攻
し
た
の
を
皮
切
り
に
六
三
九
（
貞
観
十
三
）
年
に
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
オ
ア
シ
ス
、
六
四
八
（
貞
観
二
十

二
）
年
に
亀ク

チ
ャ茲

オ
ア
シ
ス
を
制
圧
し
て
安
西
都
護
府
を
置
く
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
亀
茲
・
疏カ

シ
ュ
ガ
ル勒

・
于コ

ー
タ
ン闐

・
砕ス

イ
ア
ブ葉

／
焉

カ
ラ
シ
ャ
ー
ル耆

に
安
西
四
鎮
を
設
置
し
て
支
配
の
拠
点
と
し
た

）
2
（

。
砕
葉
鎮
城
は
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
現
在

で
も
唐
が
建
設
し
た
城
郭
跡
が
現
存
し
て
い
る
。
ト
ル
コ
系
遊
牧
勢
力
の
突テ

ュ
ル
ギ
シ
ュ

騎
施Türgiš

が
台
頭
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
砕
葉
は
七
一

七
（
開
元
五
）
年
に
完
全
に
唐
の
支
配
を
離
れ
、
安
西
四
鎮
に
は
代
わ
り
に
焉
耆
が
入
る
こ
と
と
な
っ
た

）
3
（

。

　

一
方
、
西
方
の
主
役
で
あ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
（
大
食

）
4
（

）
の
本
格
的
な
中
央
ア
ジ
ア
進
出
は
、
ク
タ
イ
バ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ス
リ
ム
が

七
〇
四
年
に
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
の
総
督
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
ク
タ
イ
バ
は
七
〇
六
年
以
降
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
に
も
遠
征
を
行
い
、

七
一
二
年
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
征
服
す
る
な
ど
支
配
地
域
を
広
げ
て
い
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
、
七
二
九
・
七
三
四
年
に
は
ソ
グ

デ
ィ
ア
ナ
や
そ
の
周
辺
で
大
規
模
な
反
乱
が
起
き
て
一
時
的
に
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、
七
三
九
年
に
は
再
び
石
国
（
チ
ャ
ー

チ
、
現
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
）
ま
で
進
攻
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
前
夜
で
あ
る
ウ
マ
イ
ヤ
朝
末
期
の
時
点
で
は
、
サ
マ
ル

カ
ン
ド
か
ら
シ
ル
河
以
南
の
ウ
ス
ト
ル
シ
ャ
ナ
と
の
間
で
支
配
地
域
が
揺
れ
動
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る

）
5
（

。

一
二
一



34

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
五
巻
　

第
二
号

東洋学報　第105巻２号　タラス河畔の戦いと砕葉　最終抜念校

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

突
騎
施
の
展
開

　

も
う
ひ
と
つ
、
直
接
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
要
な
存
在
だ
っ
た
の
が
上
述
し
た
突
騎
施
で
、
突
騎

施
は
、
突
厥
の
西
半
部
で
あ
る
西
突
厥
の
一
部
族
で
あ
っ
た
。
西
突
厥
は
六
世
紀
後
半
か
ら
、
周
辺
の
オ
ア
シ
ス
都
市
と
の
共
生
関
係

を
足
が
か
り
に
勢
力
を
拡
大
し
た
が
、
七
世
紀
半
ば
以
降
、
唐
や
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
吐
蕃
が
タ
リ
ム
盆
地
方
面
に
進
出
し
て
く
る
と

衰
退
し
て
い
き
、
西
突
厥
を
構
成
す
る
一
〇
部
族
（
十
姓
・
十
箭
・
オ
ン=

オ
クO

n O
q

）
が
阿
史
那
氏
の
正
統
王
家
か
ら
自
立
し
て
い
く

﹇
内
藤
一
九
八
八
、
第
二
章
﹈。

　

突
騎
施
は
こ
の
一
〇
部
族
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
東
突
厥
（
突
厥
第
二
可
汗
国
）
の
侵
攻
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
西
突
厥
可
汗
の
阿

史
那
斛
瑟
羅
に
代
わ
っ
て
、
六
九
〇
年
代
か
ら
烏
質
勒
の
も
と
で
強
勢
化
し
、
七
〇
八
年
に
は
娑
葛
が
可
汗
と
し
て
即
位
す
る
こ
と
で

突
騎
施
王
国
が
成
立
し
た
﹇
内
藤
一
九
八
八
、
三
五
一
頁
﹈。
し
か
し
、
娑
葛
が
さ
ら
な
る
東
突
厥
の
侵
攻
を
防
ぎ
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、

傍
系
で
あ
る
黒
姓
突
騎
施
の
首
長
で
あ
っ
た
蘇
禄
が
台
頭
す
る
。
蘇
禄
は
、
娑
葛
が
東
突
厥
に
殺
害
さ
れ
た
後
に
突
騎
施
を
糾
合
し
、

開
元
三
（
七
一
五
）
年
頃
に
は
可
汗
を
自
称
し
た
と
さ
れ
る
﹇
内
藤
一
九
八
八
、
一
八
頁
、
注
二
八
﹈。
こ
れ
以
降
、
正
統
の
黄
姓
突
騎
施

と
、
傍
系
の
黒
姓
突
騎
施
が
対
立
し
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

蘇
禄
は
、
砕
葉
北
方
の
山
中
を
中
心
地
と
し
つ
つ
中
央
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
、
同
じ
く
中
央
ア
ジ
ア
支
配
の
確
立

を
目
指
す
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
対
立
し
、
七
二
〇
年
代
に
は
複
数
回
中
央
ア
ジ
ア
遠
征
を
行
っ
て
い
る
﹇
前
嶋
一
九
八
二
a
、
七
六
―
七

九
頁
﹈。
こ
の
突
騎
施
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
進
出
の
阻
止
に
は
、
派
兵
の
手
間
が
省
け
る
唐
も
支
持
に
回
り
、
七
二
七
（
開
元
十
五
）

一
二
二
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年
に
は
正
式
に
唐
が
対
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
戦
を
委
任
し
て
い
る
﹇『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
「
外
臣
部 

請
求
」（
明
版
、
一
一
七
二
三
頁
／
宋
版
、

四
〇
四
〇
―
四
〇
四
一
頁
／
cf.
前
嶋
一
九
八
二
a
、
七
六
頁
﹈。
ま
た
、
唐
は
七
一
九
（
開
元
七
）
年
に
蘇
禄
を
忠
順
可
汗
に
冊
立
し
た
ほ
か

﹇『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
四
「
外
臣
部 

封
冊
二
」（
明
版
、
一
一
三
四
三
頁
）﹈、
七
二
二
（
開
元
十
）
年
に
は
西
突
厥
王
族
で
あ
る
阿
史
那
懐
道
の

娘
を
交
河
公
主
と
し
て
出
嫁
し
て
お
り
﹇
石
川
二
〇
一
三
、
三
二
―
三
三
頁
﹈、
蘇
禄
と
の
関
係
構
築
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
蘇
禄
は

東
突
厥
・
吐
蕃
と
も
婚
姻
を
結
ん
で
お
り
﹇『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
下
「
西
突
厥
伝
」（
五
一
九
二
頁
）﹈、
中
央
ア
ジ
ア
で
地
位
を
確
立
し
た
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
晩
年
の
蘇
禄
は
配
下
か
ら
の
信
頼
を
失
っ
て
い
た
と
い
い
﹇『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
下
「
西
突
厥
伝
」（
五
一
九
二
頁
）﹈、
七
三

八
年
に
黄
姓
突
騎
施
の
莫バ

ガ
＝
タ
ル
カ
ン

賀
達
干
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
﹇
前
嶋
一
九
八
二
a
、
八
二
―
八
三
頁
﹈。
す
る
と
、
突
騎
施
は
黄
姓
・
黒
姓
両

者
と
も
に
可
汗
を
立
て
、
対
立
が
深
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
突
騎
施
は
衰
退
に
い
た
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
折

に
、
唐
に
よ
る
タ
ラ
ス
遠
征
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い

　

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
つ
な
が
る
七
五
一
年
の
高
仙
芝
の
遠
征
は
、
前
年
の
石
国
遠
征
と
一
連
の
も
の
だ
っ
た
。

【
史
料
一
】『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
九
「
李
嗣
業
伝
」﹇
三
二
九
八
頁
﹈

（
天
宝
）
十
載
（
七
五
一
）、
さ
ら
に
石
国
を
平
定
す
る
の
に
従
い
、
九
姓
ソ
グ
ド
人
と
（
唐
に
）
背
い
た
突
騎
施
を
破
る
に
及
ん
で
、

（
李
嗣
業
に
）
跳
盪
功
に
よ
っ
て
特
進
を
加
え
、
本
官
と
兼
ね
さ
せ
た
。
当
初
、
高
仙
芝
が
石
国
王
を
だ
ま
し
て
友
好
関
係
を
結
ぼ

一
二
三
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う
と
約
束
し
た
が
、
そ
の
後
、
兵
を
派
遣
し
て
攻
撃
し
石
国
を
破
り
、
そ
の
老
人
弱
者
を
殺
害
し
、
そ
の
強
壮
な
者
を
捕
虜
と
し

て
、
金
宝
・
緑
色
の
珠
玉
・
駱
駝
や
馬
な
ど
を
鹵
獲
し
た
の
で
、
石
国
の
人
々
は
号
泣
し
た
。
そ
し
て
（
高
仙
芝
は
）
石
国
王
を
捕

ら
え
、
東
方
に
連
れ
去
っ
て
彼
を
宮
中
に
献
上
し
た

）
6
（

。

　

こ
の
事
件
は
七
五
一
年
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
石
国
王
を
献
上
し
た
の
が
、『
資
治
通
鑑
』﹇
巻
二
一
六
「
玄
宗
天
宝
十
載

（
七
五
一
）
正
月
条
」（
六
九
〇
四
頁
）﹈
に
、「
安
西
節
度
使
の
高
仙
芝
が
入
朝
し
て
、
捕
ら
え
た
突
騎
施
可
汗
・
吐
蕃
の
酋
長
・
石
国
王
・

朅
師
（
チ
ト
ラ
ル

）
7
（

）
王
を
献
上
し
た
（
安
西
節
度
使
高
仙
芝
入
朝
、
獻
所
擒
突
騎
施
可
汗
・
吐
蕃
酋
長
・
石
國
王
・
朅
師
王
）」
と
あ
る
よ
う
に
七

五
一
年
正
月
の
こ
と
な
の
で
、
遠
征
を
行
っ
た
の
は
当
然
七
五
〇
（
天
宝
九
）
年
中
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
天
宝
十
載
二
月
十
二
日
の
日
付
を
持
つ
「
張
無
價
告
身
」﹇73TA

M
506:05/1

／
『
吐
文
』
四
、
三
九
二

―
三
九
四
頁
﹈
五
行
目
に
、「
安
西
四
鎮
が
石
国
を
平
定
し
、
ソ
グ
ド
人
と
（
唐
に
）
背
い
た
突
騎
施
と
い
っ
た
賊
を
破
る
に
及
ん
で
（
四

鎭
平
石
國
、
及
破
九
國
胡
并
背
叛
突
騎
施
等
賊
）」
と
あ
る
の
が
、「
李
嗣
業
伝
」
の
冒
頭
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
同
じ
遠
征
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
張
無
價
告
身
」
が
長
安
で
作
成
さ
れ
る
ま
で
に
か
か
る
時
間
を
考
慮
し
て
、
こ
の
遠
征
は
天
宝
九
載
（
七
五
〇
）

晩
夏
か
ら
初
秋
に
決
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
﹇
銭
伯
泉
一
九
九
一
、
五
三
―
五
四
頁
﹈。

　

こ
の
高
仙
芝
の
遠
征
の
結
果
、
石
国
王
は
捕
縛
さ
れ
、
長
安
で
処
刑
さ
れ
る
﹇『
新
唐
書
』
巻
二
二
一
下
「
西
域
伝
下
」（
六
二
四
六
頁
）﹈。

し
か
し
、
王
族
の
中
で
逃
れ
た
者
が
い
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
直
接
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
直
接
つ
な
が
る
の
で
、『
資
治
通
鑑
』
の
記
述

を
見
て
み
た
い
。

【
史
料
二
】『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
六
「
天
宝
十
載
夏
条
」﹇
六
九
〇
七
―
六
九
〇
八
頁
﹈
※
胡
注
省
略

一
二
四
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高
仙
芝
が
石
国
王
を
捕
縛
す
る
と
、
石
国
の
王
子
が
ソ
グ
ド
諸
国
に
逃
れ
、
高
仙
芝
が
だ
ま
し
て
欲
望
の
ま
ま
に
暴
れ
ま
わ
っ
た

様
子
を
こ
と
ご
と
く
報
告
し
た
。
ソ
グ
ド
人
た
ち
は
み
な
怒
り
、
内
密
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
引
き
入
れ
て
共
同
で
安
西
四
鎮
を

攻
め
よ
う
と
し
た
。
高
仙
芝
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
非
漢
人
兵
・
漢
人
兵
三
万
人
を
率
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
、

〔『
資
治
通
鑑
考
異
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
馬
宇
の
『
段
秀
実
別
伝
』
に
は
「
非
漢
人
・
漢
人
六
万
人
」
と
い
う
が
、
今
は
『
唐

暦
』
の
記
述
に
従
う
。〕
七
〇
〇
里
以
上
深
入
り
し
て
タ
ラ
ス
城
に
い
た
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
遭
遇
し
た
。
五
日
間
交
戦
し
た

が
、
葛カ

ル
ル
ク

邏
禄
の
人
々
が
反
乱
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
と
も
に
唐
軍
を
挟
撃
し
た
の
で
、
高
仙
芝
は
大
敗
し
、
兵
士
は
ほ
と
ん

ど
死
亡
し
て
、
わ
ず
か
数
千
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

）
8
（

。

『
資
治
通
鑑
』
の
成
立
自
体
は
周
知
の
よ
う
に
一
一
世
紀
と
か
な
り
時
代
が
降
る
。
し
か
し
、『
考
異
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
段
秀
実

別
伝
』
は
、『
新
唐
書
』﹇
巻
五
八
「
藝
文
二
」（
一
四
八
四
頁
）﹈
に
は
、「
馬
宇
『
段
公
別
伝
』
二
巻
。（
段
公
と
は
段
）
秀
実
。
馬
宇
は
元

和
年
間
の
秘
書
少
監
・
史
館
修
撰
だ
っ
た
。（
馬
宇
『
段
公
別
傳
』
二
卷
。
秀
實
。
宇
、
元
和
秘
書
少
監
・
史
館
脩
撰
。）」
と
あ
っ
て
、
元
和
年

間
（
八
〇
六
―
八
二
〇
）
に
成
立
し
た
史
書
で
あ
る
。
ま
た
、『
唐
暦
』
も
代
宗
期
（
七
六
二
―
七
七
九
）
に
成
立
し
た
史
書
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
﹇
郝
潤
華
二
〇
〇
一
﹈、
同
時
代
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
同
時
代
史
料
を
参
照
で
き
て
い
る

た
め
、『
資
治
通
鑑
』
の
当
該
記
事
は
信
憑
性
が
高
い
と
判
断
し
た
い
。

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
前
年
の
高
仙
芝
の
攻
撃
に
よ
っ
て
石
国
王
が
捕
ら
え
ら
れ
た
が
、
詳
細
不
明
の
「
石
國
王
子
」
が
逃
れ
て
イ

ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
助
け
を
求
め
、
タ
リ
ム
盆
地
の
唐
の
拠
点
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
高
仙
芝
が
出
兵
し
た
の
だ
と
さ
れ
る

）
9
（

。
タ

ラ
ス
は
、
七
五
一
年
の
高
仙
芝
出
兵
前
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
﹇K

arev 2015, pp. 69–70

﹈。
最
終
的
に

一
二
五
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高
仙
芝
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
タ
ラ
ス
付
近

）
10
（

で
交
戦
し
た
が
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
民
の
カ
ル
ル
ク
が
寝
返
っ
た
た
め
、
唐
軍
が
敗
れ
た
と

い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
は
七
五
〇
年
の
高
仙
芝
に
よ
る
石
国
遠
征
が
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
遠
征

は
行
わ
れ
た
の
か
。D

unlop

﹇1964, pp. 326–327

﹈
は
、
一
三
世
紀
に
著
さ
れ
たIbn al-A

thīr

の
『
完
全
な
歴
史
』al-K

ām
il fit-Tārīkh

の
一
節
を
引
用
し
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
と
石
国
が
当
時
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
畢
波
﹇
二
〇
〇
七
、
二
〇
頁
﹈
は
、

フ
ェ
ル
ガ
ナ
が
唐
に
派
兵
を
求
め
た
結
果
、
石
国
攻
撃
が
実
現
し
た
と
い
う
見
通
し
を
立
て
た
。
一
方
、
前
嶋
﹇
一
九
八
二
a
、
九
五
、

九
八
―
九
九
頁
﹈
は
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
と
石
国
と
の
対
立
に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
、
そ
れ
が
唐
の
遠
征
の
直
接
原
因
と
見
な
す
の
は
困
難
と

す
る
。
前
嶋
は
、
石
国
が
当
時
唐
と
敵
対
し
て
い
た
黄
姓
突
騎
施
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
石
国
が
唐
の
西
突
厥
統

治
を
妨
害
し
た
こ
と
が
派
兵
の
原
因
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

　

前
嶋
が
石
国
と
黄
姓
突
騎
施
と
の
友
好
関
係
を
指
摘
し
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ
が
、
派
兵
の
原
因
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
西
突
厥
統

治
の
妨
害
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
唐
が
黄
姓
突
騎
施
と
友
好
関
係
に
あ
る
石
国
を
煙
た
く
感
じ
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
が
、
派
兵
に
は
大
義
名
分
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
フ
ェ
ル
ガ
ナ
か
ら
唐
に
対
し
て
、
対
立
す
る
石

国
に
対
す
る
派
兵
要
請
が
出
さ
れ
、
こ
れ
幸
い
と
利
用
し
て
出
兵
し
た
、
と
い
う
の
が
実
態
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
と
大
い
に
関
わ
る
記
述
に
、
こ
の
戦
い
に
従
軍
し
て
捕
虜
と
な
っ
た
杜
環
の
体
験
記
が
あ
る
。
杜
環
は

『
通
典
』
編
者
の
杜
佑
の
族
人
で
、
捕
虜
と
な
っ
た
後
に
ク
ー
フ
ァ
、
バ
ス
ラ
を
経
由
し
て
宝
応
初
年
（
七
六
二
年
頃
）
に
帰
国
し
た
人

物
で
あ
る
﹇
前
嶋
一
九
八
二
b
、
六
二
―
六
三
頁
﹈。
長
文
だ
が
、
行
論
の
都
合
上
、
関
係
箇
所
を
全
文
引
用
す
る
。
な
お
、
傍
線
は
筆
者

一
二
六
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が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
三
】『
通
典
』
巻
一
九
三
「
辺
防
九 

石
国
条
」﹇
五
二
七
五
―
五
二
七
六
頁
﹈

杜
環
の
『
経
行
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
そ
の
（
石
国
の
）
国
都
は
赭チ

ャ
ー
チ支

と
い
い
、
大
宛
と
も
い
う
。
天
宝
中
に
、
鎮
西
節

度
使
の
高
仙
芝
が
そ
の
王
と
妻
子
を
捕
縛
し
て
長
安
に
帰
還
し
た
。
国
の
中
に
は
二
本
の
河
川
が
あ
り
、
一
本
は
真
珠
河
（
＝
イ

ン
チ
ュ
河
、
シ
ル
河
の
こ
と
）
で
あ
り
、
一
本
は
質
河
（
＝
シ
ル
河
の
支
流Č

irčik

河
﹇
桑
山
（
編
）
一
九
九
八
、
一
七
二
―
一
七
三
頁
、
吉

田
豊
担
当
「
縛
叉
大
河
」﹈）
で
あ
り
、
と
も
に
西
北
に
流
れ
て
い
る
。
土
地
は
平
坦
で
果
実
が
多
く
、
良
質
な
犬
・
馬
を
産
出
す
る
。」

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
砕
葉
国
。（
a
）
安
西
（
＝
ク
チ
ャ
）
よ
り
西
北
方
に
千
里
あ
ま
り
に
勃
達
嶺
（
＝
ベ
デ
ル
峠
）
が
あ

り
、
峠
の
南
側
が
唐
（
領
域
）
の
北
限
で
あ
り
、
峠
の
北
側
が
突
騎
施
（
領
域
）
の
南
限
で
あ
る
。
西
南
方
に
葱
嶺

）
11
（

ま
で
二
千
里
あ

ま
り
で
あ
る
。
そ
の
水
で
ベ
デ
ル
峠
か
ら
南
流
す
る
も
の
は
す
べ
て
中
国
を
通
り
、
東
海
に
達
す
る
。
ベ
デ
ル
峠
よ
り
北
流
す
る

も
の
は
す
べ
て
ソ
グ
ド
の
境
域
を
経
て
北
海
に
注
ぐ
。（
ベ
デ
ル
峠
よ
り
）
北
に
数
日
行
く
と
、
雪
海
を
わ
た
る
。
そ
の
海
（
＝
湖
）

は
山
中
に
あ
っ
て
、
春
も
夏
も
い
つ
も
雪
が
降
る
の
で
、
雪
海
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
か
に
細
道
が
あ
り
、
道
の
そ
ば
に
は
水
の

穴
が
空
い
て
い
る
場
所
が
よ
く
あ
っ
て
、
穴
の
深
さ
は
一
万
仞
で
、
転
落
し
た
者
が
ど
こ
へ
行
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。
ベ
デ
ル
峠

の
北
に
千
里
あ
ま
り
行
く
と
砕
葉
川
（
＝
チ
ュ
ー
平
原
）
に
つ
く
。
そ
の
平
原
の
東
端
に
熱
海
（
イ
シ
ク
ク
ル
）
が
あ
り
、
こ
の
地
は

寒
い
の
に
凍
ら
な
い
の
で
、
熱
海
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
砕
葉
城
（
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
）
が
あ
り
、
天
宝
七
（
七
四
八
）
年
に

北
庭
節
度
使
の
王
正
見
が
侵
攻
し
た
の
で
、
城
壁
は
破
壊
し
尽
く
さ
れ
、
集
落
は
衰
退
し
た
。
か
つ
て
交
河
公
主
が
留
め
お
か
れ

て
い
た
所
に
は
、
大
雲
寺
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
平
原
の
西
側
は
石
国
（
＝
チ
ャ
ー
チ
）
に
接
し
て
お
り
、

一
二
七
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（
平
原
の
）
お
お
よ
そ
の
長
さ
は
千
里
あ
ま
り
で
あ
る
。（
b
）
平
原
の
な
か
に
は
異
姓
部
落
が
あ
り
、
異
姓
突
厥
（
黄
姓
・
黒
姓
突

騎
施
の
こ
と
﹇
前
島
一
九
八
二
a
、
九
三
頁
﹈）
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
兵
馬
数
万
を
保
有
し
て
い
る
。
城
塞
は
錯
綜
し
て
お
り
、
日
常

的
に
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
農
民
は
み
な
甲
冑
を
着
て
、
ひ
た
す
ら
に
お
互
い
略
奪
し
合
い
、
奴
婢
と
し
て
い
る
。（
c
）

そ
の
平
原
の
西
端
に
城
郭
都
市
が
あ
っ
て
、
名
は
タ
ラ
ス
と
い
い
、
石
国
人
の
駐
屯
地
で
あ
り
、
天
宝
十
（
七
五
一
）
年
に
高
仙
芝

が
敗
れ
た
地
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
海
ま
で
、
三
月
か
ら
九
月
に
は
空
に
雲
も
雨
も
な
く
、
み
な
雪
解
け
水
を
使
っ
て
耕
作
し
て

い
る
。
大
麦
・
小
麦
・
稲
・
エ
ン
ド
ウ
・
畢
豆
（
不
明
）
に
適
し
て
い
る
。
葡
萄
酒
・
に
ご
り
酒
・
酸
乳
を
飲
む

）
12
（

。」

こ
の
記
述
は
非
常
に
豊
富
な
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
高
仙
芝
が
タ
ラ
ス
で
敗
れ
た
こ
と
も
当
然
記
さ
れ
て
い
る
が
、
目
を
引
く
の
は
、

砕
葉
に
至
る
道
の
り
な
ら
び
に
砕
葉
城
を
含
む
チ
ュ
ー
平
原
周
辺
の
情
報
の
詳
し
さ
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に

つ
い
て
は
、
ほ
ん
の
お
ま
け
程
度
に
し
か
記
述
が
無
い
。
こ
れ
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
で
捕
虜
に
な
っ
た
人
物
の
記
録
と
し
て
は
、

よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
奇
妙
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
の
意
味
を
き
ち
ん
と
考
察
し
た
研
究
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
章
を
改
め
て
、
な
ぜ
杜
環
が
砕
葉
に
そ
れ
ほ
ど
注
目
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
二
点
の
新
出
史
料
か
ら
考
察
し
、

高
仙
芝
は
当
初
、
ど
こ
を
目
指
し
て
出
兵
し
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

第
二
章　

二
件
の
新
出
史
料

　
　
　
　
　
　
　

①
【
史
料
四
】
唐
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
七
月
交
河
郡
長
行
坊
牒
為
補
充
闕
人
事
（2006TZJI:026

）

　

本
史
料
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
発
見
な
い
し
公
表
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
新
獲
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
」
の
一
部
で
あ
る
﹇『
新
獲
』、
三

一
二
八
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四
四
頁
﹈。
本
文
書
は
、
そ
の
中
で
も
い
わ
ゆ
る
「
徴
集
文
書
」
で
あ
り
、
詳
し
い
発
見
地
は
不
明
で
、
二
〇
〇
六
年
に
個
人
の
寄
贈
に

よ
っ
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
、
録
文
と
和
訳
を
提
示
す
る
（﹇
は
以
下
欠
を
示
す
）。
写
真
は
元
と
な
っ
た
『
新
獲
』

﹇
三
四
四
頁
﹈
の
図
版
を
参
照
の
こ
と
。

【
録
文
】

（
前
欠
）

一　
　
　

礌
□（

石
）□（
館
）﹇

二　

牒
。
獻
芝
共
張
秀
瓌
同
捉
﹇

三　

天
威
健
兒
赴
碎
葉
、
准　
﹇

四　

徭
役
一
切
令
放
免
、
獻
□（

芝
）﹇

五　

館

闕
人
、
伏
望
准
格　
　
﹇

六　
　
　
　
　
　

天
寶
十
載
七
月
﹇

七　
　
「
付
司
。﹇

（
中
欠
）

八　
　
　
　
「
檢
責
仙
﹇

（
後
欠
）

【
和
訳
】

一
二
九
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〔
…
…
よ
り
、
…
…
へ
〕

一　
　

礌
石
館

）
13
（

の
…
…
の
事
に
つ
い
て

二　

申
し
上
げ
ま
す
。（
許
）
献
芝

）
14
（

は
張
秀
瓌
と
と
も
に
、
…
…

三　

天
威
健
児

）
15
（

が
砕
葉
に
行
き
ま
し
た
の
で
、〔
ご
命
令
に
〕
従
っ
て
、
…
…

四　

揺
役
の
一
切
は
み
な
免
除
さ
せ
、
献
芝
は
、
…
…

五　
（
礌
石
）
館
に
つ
い
て
は
人
員
を
欠
い
て
お
り
、
付
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
に
は
、
格
に
従
い
、
…
…

六　
　
　
　

天
宝
十
載
（
七
五
一
）
七
月
□
日
〔
…
…
が
申
し
上
げ
ま
す
。〕

七　
　
　
　
「
担
当
部
局
に
回
付
せ
よ
。〔
…
…
が
指
示
す
る
。」〕

（
中
欠
）

八　
　
　
　
　
「
検
査
し
た
。
仙
。」

　

本
文
書
の
内
容
は
、
断
片
的
で
あ
る
た
め
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
事
書
に
あ
る
礌
石
館
と
い
う

ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
あ
っ
た
客
館
に
お
い
て
、
天
威
健
児
出
兵
に
関
わ
る
労
役
の
減
免
に
つ
い
て
指
示
を
仰
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

問
題
と
な
る
の
は
、「
天
威
健
兒
赴
碎
葉
（
天
威
健
児
が
砕
葉
に
行
き
ま
し
た
の
で
）」
と
い
う
文
言
と
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
七
月
と

い
う
発
出
時
期
で
あ
る
。
こ
の
文
書
を
最
初
に
検
討
し
た
畢
波
﹇
二
〇
〇
七
、
二
八
―
三
〇
頁
﹈
は
、
高
仙
芝
は
、
七
五
一
（
天
宝
十
）
年

正
月
に
入
朝
し
た
後
、
四
月
に
兵
を
率
い
て
長
安
を
出
発
し
、
六
月
頃
に
は
西
州
交
河
郡
の
赤
亭
鎮
に
兵
を
集
結
さ
せ
て
い
て
、
本
文

書
の
日
付
で
あ
る
七
月
と
整
合
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
書
は
高
仙
芝
の
遠
征
軍
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
三
〇
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本
文
書
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
向
か
っ
た
高
仙
芝
遠
征
軍
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
を
出
発
し
た
後
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
矛
盾
無

く
、「
天
威
健
兒
赴
碎
葉
」
と
い
う
文
言
は
、
高
仙
芝
遠
征
軍
と
連
動
す
る
出
兵
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
筆
者
も
こ
こ

ま
で
は
同
意
で
き
る
。
し
か
し
畢
波
は
、
天
威
健
児
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
突
騎
施
が
連
携
し
て
唐
軍
を
背
後
か
ら
攻
撃
す
る
こ
と

を
恐
れ
た
高
仙
芝
に
よ
っ
て
、
タ
ラ
ス
遠
征
軍
と
は
別
に
砕
葉
に
派
遣
さ
れ
た
別
動
隊
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
畢
波
氏
が
引
用
し
て
い
な
い
別
の
史
料
を
紹
介
し
て
考
察
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

②
【
史
料
五
】
郭
曜
墓
誌

　

本
墓
誌
は
、
鄭
旭
東
﹇
二
〇
一
九
﹈
に
よ
っ
て
録
文
・
拓
本
写
真
と
も
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
九
行
目
に
は
「
公
汾
陽
之
長
子

也
（
郭
曜
は
「
汾
陽
」
の
長
男
で
あ
る
）」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、「
汾
陽
」
と
は
汾
陽
郡
王
・
郭
子
儀
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀

後
半
に
絶
大
な
権
力
を
握
っ
た
郭
子
儀
の
長
男
の
墓
誌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

）
16
（

。
ま
た
、
墓
誌
の
二
六
行
目
に
は
、
建
中
四
（
七
八
三
）

年
五
月
二
十
六
日
に
墓
誌
と
と
も
に
郭
曜
が
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
本
墓
誌
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
か
ら
約
三
〇
年

後
に
作
ら
れ
た
同
時
代
性
の
高
い
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
墓
誌
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
〇
―
一
一
行
目
に
あ
る

以
下
の
文
章
で
あ
る
。

天
宝
の
初
め
（
七
四
二
年
）
頃
に
、
将
軍
で
あ
る
張
大
賓
や
高
仙
芝
が
み
な
官
職
を
授
け
て
（
郭
曜
を
）
先
鋒
と
し
た
と
こ
ろ
、
従

軍
し
て
斬
啜
や
突
騎
施
を
破
り
、
勃
律
や
砕
葉
を
切
り
開
い
た

）
17
（

。

こ
の
記
述
か
ら
、
郭
曜
は
張
大
賓

）
18
（

や
高
仙
芝
と
い
っ
た
将
軍
の
も
と
で
軍
務
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
高
仙
芝
は
、
本
人
の

一
三
一
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列
伝
﹇『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
四
﹈
に
よ
れ
ば
、
開
元
末
に
安
西
副
都
護
・
四
鎮
都
知
兵
馬
使
で
あ
り
、
七
四
七
（
天
宝
六
）
年
に
四
鎮
（
安

西
）
節
度
使

）
19
（

に
な
っ
て
い
る
。

　

遠
征
先
と
し
て
は
、
墓
誌
に
は
斬
啜

）
20
（

・
勃
律
・
突
騎
施
・
碎
葉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
勃
律
は
、
七
四
七
（
天
宝
六
）
年
に
高
仙
芝
が

行
っ
た
小
勃
律
討
伐
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
森
安
﹇
二
〇
一
五
、
一
七
八
―
一
八
〇
頁
﹈
に
よ
れ
ば
、
小
勃
律
と
は
、
南
パ
ミ
ー
ル
の
ギ
ル

ギ
ッ
ト
の
こ
と
で
あ
り
、
七
三
七
年
に
吐
蕃
の
支
配
下
に
入
っ
た
後
、
唐
は
三
度
ギ
ル
ギ
ッ
ト
討
伐
を
企
図
し
た
が
失
敗
し
た
た
め
、

高
仙
芝
に
そ
の
経
略
を
託
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
高
仙
芝
は
小
勃
律
国
内
の
親
吐
蕃
派
を
斬
り
、
国
王
夫
妻
を
捕
ら
え
る
大
勝

利
を
収
め
た
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
突
騎
施
に
つ
い
て
見
る
と
、
や
は
り
高
仙
芝
に
よ
る
討
伐
が
こ
れ
に
当
た
る
。
既
に
挙
げ
た
史
料
で
あ
る
『
資
治
通
鑑
』

﹇
巻
二
一
六
「
玄
宗
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
正
月
条
」（
六
九
〇
四
頁
）﹈
に
、「
安
西
節
度
使
高
仙
芝
入
朝
、
獻
所
擒
突
騎
施
可
汗
・
吐
蕃
酋
長
・

石
國
王
・
朅
師
王
。
加
仙
芝
開
府
儀
同
三
司
」
と
あ
る
な
か
に
、
突
騎
施
可
汗
を
捕
縛
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
事
件
は
、
こ
れ
も
既
に
提
示
し
た
「
張
無
價
告
身
」
五
行
目
の
「
四
鎭
平
石
國
、
及
破
九
國
胡
幷
背
叛
突
騎
施
等
賊
」
と
あ
る

天
宝
九
載
（
七
五
〇
）
夏
末
か
ら
初
秋
に
行
わ
れ
た
遠
征
に
当
た
る
﹇
銭
伯
泉
一
九
九
一
、
五
三
―
五
四
頁
﹈。
こ
の
時
に
捕
縛
さ
れ
た
突
騎

施
可
汗
に
つ
い
て
は
、
前
嶋
﹇
一
九
八
二
a
、
九
五
頁
﹈
が
、
当
時
、
唐
と
敵
対
し
て
い
た
黄
姓
突
騎
施
の
可
汗
で
あ
る
と
推
測
し
て
い

る
が
、
至
当
で
あ
ろ
う
。

　
【
史
料
五
】
の
最
後
に
は
砕
葉
遠
征
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
い
つ
の
こ
と
な
の
か
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
典
籍
史
料
か

ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
こ
の
墓
誌
を
初
め
て
紹
介
し
た
鄭
旭
東
﹇
二
〇
一
九
、
六
〇
頁
﹈
は
七
五
〇
年
と
七
五
一
年
、
両
方
の
可
能

一
三
二



45

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
と
砕
葉
　
　
齊
藤

東洋学報　第105巻２号　タラス河畔の戦いと砕葉　最終抜念校

性
が
あ
る
と
述
べ
る
。
確
か
に
、
墓
誌
原
文
で
「
勃
律
・
碎
葉
」
と
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
七
四
七
年
の
勃
律
討
伐
の
後
に
行

わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
七
五
〇
年
の
石
国
討
伐
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
遠
征
で
は
上
述
し
た
よ
う

に
突
騎
施
可
汗
を
捕
ら
え
て
お
り
、
蘇
禄
の
頃
に
突
騎
施
可
汗
の
中
心
地
は
砕
葉
周
辺
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
﹇
内
藤
一
九
八

八
、
一
〇
―
二
一
頁
﹈
こ
と
か
ら
、
七
五
〇
年
の
突
騎
施
可
汗
は
砕
葉
で
捕
縛
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
石
国
遠
征
に
せ
よ
、

砕
葉
遠
征
に
せ
よ
、
他
の
史
料
に
は
残
ら
な
い
王
正
見
に
よ
る
遠
征
を
含
め
て
こ
ま
め
に
情
報
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
『
経
行
記
』
が
、

七
五
〇
年
の
砕
葉
遠
征
を
記
録
し
て
い
な
い
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
七
五
〇
年
の
遠
征
が
砕
葉
に
行
か
な
か
っ
た
こ
と
、
突

騎
施
可
汗
が
ほ
か
の
場
所
で
捕
ま
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
す
る
と
、
こ
の
「
郭
曜
墓
誌
」
が
記
録
す
る
砕
葉
遠
征
と
は
、
七
五
一

年
の
遠
征
の
こ
と
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、【
史
料
四
】・【
史
料
五
】
の
新
出
同
時
代
史
料
の
記
述
か
ら
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
を
引
き
起
こ
す
高
仙
芝
の
遠
征

軍
は
、
砕
葉
遠
征
軍
で
あ
っ
た
と
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
す
る
と
、
次
に
湧
い
て
く
る
大
き
な
疑
問
は
、

石
国
王
子
の
背
反
に
対
し
て
行
わ
れ
た
は
ず
の
遠
征
の
目
的
地
が
、
な
ぜ
石
国
で
は
な
く
砕
葉
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

上
述
し
た
よ
う
に
、【
史
料
四
】
を
検
討
し
た
畢
波
﹇
二
〇
〇
七
、
二
九
頁
﹈
は
、
対
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
戦
の
た
め
に
送
っ
た
部
隊
と
は

別
に
、
別
動
隊
が
砕
葉
を
抑
え
る
た
め
に
出
兵
し
た
と
推
測
し
、
こ
の
疑
問
に
答
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に

参
加
し
た
杜
環
も
砕
葉
の
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
以
上
、
別
動
隊
で
は
な
く
本
隊
が
砕
葉
を
通
過
し
た
は
ず
で
あ
る
。
道
程
と
し
て
も
、

砕
葉
と
タ
ラ
ス
は
同
一
経
路
上
に
あ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
別
動
隊
を
派
遣
す
る
必
要
は
な
い
。
畢
波
は
、
唐
の
軍
隊
は
あ
く
ま
で
イ
ス

一
三
三
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ラ
ー
ム
勢
力
と
戦
う
た
め
に
出
兵
し
た
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
た

た
め
に
、
別
動
隊
と
い
う
見
解
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

う
解
釈
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、【
史
料
四
】
は
高
仙
芝

の
遠
征
軍
そ
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
見
な
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、【
史
料
五
】
で
も
高
仙
芝
が
砕
葉
に
遠
征
し
た
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
素
直
に
高
仙
芝
の
軍
隊
の
目
的
地
は
砕

葉
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
、
こ
れ

以
後
、
七
五
一
年
の
高
仙
芝
の
遠
征
を
「
砕
葉
遠
征
」
と
呼
称
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
情
報
を
総
合
し
て
、
七
五
〇
〜
七
五
一
年
の
中
央
ア
ジ

ア
情
勢
を
図
化
し
た
も
の
が
、【
図
二
】
で
あ
る
。

　

で
は
、
高
仙
芝
遠
征
軍
は
な
ぜ
砕
葉
を
目
指
し
、
な
ぜ
そ
の
目
的

地
と
反
し
て
タ
ラ
ス
で
敗
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
蘇
禄
死
後
の
突
騎
施
の
展
開
と
砕
葉
遠

征
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

唐

黄姓突騎施

フェルガナ

石国 タラス

イスラーム

黒姓突騎施

砕　葉

750 年 751 年

黄姓勢力圏

751 年 ?

友好関係

敵対関係

侵攻・駐屯
政治勢力

都市

【図二】　「タラス河畔の戦い」関連中央アジア勢力図

一
三
四
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第
三
章　

両
姓
突
騎
施
の
対
立
と
砕
葉
遠
征

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

黒
姓
・
黄
姓
突
騎
施
の
対
立
と
唐
の
介
入

　

第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
黒
姓
突
騎
施
の
蘇
禄
が
七
三
八
年
に
黄
姓
の
莫バ

ガ
＝
タ
ル
カ
ン

賀
達
干
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と
、
突
騎
施
で
は
黄
姓
・

黒
姓
両
者
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
る
と
、
黒
姓
・
蘇
禄
と
友
好
関
係
を
築
い
て
い
た
は
ず
の
唐
は
黄
姓
支
持
に
ま

わ
り
、
翌
七
三
九
年
に
は
つ
い
に
大
規
模
な
遠
征
軍
を
チ
ュ
ー
平
原
へ
と
送
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。

【
史
料
六
】『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
下
「
突
厥
伝
下
」﹇
六
〇
六
八
頁
﹈

都
摩
支
は
さ
ら
に
（
莫
賀
）
達
干
に
背
き
、
蘇
禄
の
息
子
の
吐
火
仙
骨
啜
を
可
汗
と
し
て
即
位
さ
せ
て
、
砕
葉
城
に
住
ま
わ
せ
、

黒
姓
可
汗
の
爾
微
特テ

ギ
ン勒

を
招
い
て
タ
ラ
ス
城
を
保
持
し
、
共
同
で
達
干
を
攻
擊
し
た
。
皇
帝
（
玄
宗
）
は
磧
西
節
度
使
の
蓋
嘉
運

に
突
騎
施
や
フ
ェ
ル
ガ
ナ
西
方
の
諸
国
を
慰
撫
さ
せ
た
。
莫
賀
達
干
は
蓋
嘉
運
と
と
も
に
石
国
王
の
莫バ

ガ
ト
ゥ
ル
＝
ト
ド
ン

賀
咄
吐
屯
や
史
国
王
の
斯

謹
提
を
引
き
連
れ
て
共
同
で
蘇
禄
の
息
子
を
攻
撃
し
、
彼
を
砕
葉
城
で
撃
破
し
た
。
吐
火
仙
は
軍
旗
を
捨
て
て
逃
走
し
た
が
、
彼

と
そ
の
弟
の
葉ヤ

ブ
グ
＝
ト
ン
＝
ア
パ

護
頓
阿
波
を
捕
虜
と
し
た
。
疏
勒
鎮
守
使
の
夫
蒙
霊
詧
は
精
衛
兵
を
率
い
て
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
王
と
と
も
に
タ
ラ
ス

城
を
襲
撃
し
、
黒
姓
可
汗
と
そ
の
弟
で
あ
る
撥
斯
と
を
斬
殺
し
、
曳
建
城
に
入
っ
て
、
交
河
公
主
な
ら
び
に
蘇
禄
の
可
敦
・
爾
微

の
可
敦
を
捕
ら
え
て
帰
還
し
た
。
さ
ら
に
、
西
方
諸
国
の
散
り
散
り
に
な
っ
た
数
万
人
を
管
理
し
て
、
全
員
を
フ
ェ
ル
ガ
ナ
王
に

与
え
た
。
諸
国
は
み
な
帰
順
し
て
き
た

）
21
（

。

現
在
の
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
で
あ
る
砕
葉
城
に
は
、
黒
姓
の
蘇
禄
の
子
、
吐
火
仙
が
お
り
、
タ
ラ
ス
城
に
は
黒
姓
可
汗
の
爾
微
特テ

ギ
ン勒

が
一
三
五
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い
た
。
上
述
し
た
【
史
料
三
】
で
は
、
タ
ラ
ス
城
ま
で
が
チ
ュ
ー
平
原
の
一
部
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
七
三
九
年
の
遠
征
時
点
で

は
、
チ
ュ
ー
平
原
の
中
心
地
で
あ
る
砕
葉
城
と
西
端
の
タ
ラ
ス
城
が
黒
姓
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
遠
征
で
唐

は
吐
火
仙
を
捕
ら
え
黒
姓
可
汗
を
殺
害
す
る
こ
と
で
、
黒
姓
突
騎
施
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

唐
の
支
持
を
得
た
黄
姓
が
莫
賀
達
干
の
も
と
再
び
勢
力
を
拡
大
す
る
と
、
す
ぐ
に
唐
と
の
間
に
軋
轢
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
唐

が
七
四
二
（
天
宝
元
）
年
に
旧
西
突
厥
諸
部
を
統
治
さ
せ
る
た
め
に
長
安
か
ら
送
り
込
ん
だ
傀
儡
の
十
姓
可
汗
阿
史
那
昕
を
、
莫
賀
達
干

が
砕
葉
の
西
、
タ
ラ
ス
の
東
に
あ
っ
た
倶
蘭
城
で
殺
害
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
﹇『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
五
「
天
宝
元
年
四
月
条
」（
六

八
五
四
頁
）﹈。

　

阿
史
那
昕
と
莫
賀
達
干
と
の
対
立
に
関
し
て
は
、
阿
史
那
昕
が
唐
に
よ
っ
て
十
姓
可
汗
に
冊
立
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
す
る

説
﹇
内
藤
一
九
八
八
、
八
九
―
九
〇
頁
﹈
が
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』﹇
巻
二
一
四
「
開
元
二
十
八
（
七
四
〇
）
年
三
月
甲
寅
条
」（
六
八
四
一
頁
）﹈
の

記
事
に
従
い
、
七
四
〇
年
三
月
に
阿
史
那
昕
が
十
姓
可
汗
に
冊
立
さ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
持
っ
た
莫
賀
達
干
が
同
年
十
一
月
に
反
乱
を

起
こ
し
、
そ
れ
が
最
終
的
に
阿
史
那
昕
殺
害
へ
と
つ
な
が
る
と
い
う
説
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
七
三
三
（
開
元
二
十
一
）
年
に
作
成
さ
れ
た
阿
史
那
昕
の
父
親
で
あ
る
阿
史
那
懐
道
の
墓
誌
「
大
唐
故
特
進
十
姓
可
汗
濛

池
大
都
督
上
柱
国
阿
史
那
（
懐
道
）
府
君
墓
誌
銘
」﹇
石
川
二
〇
一
三
﹈
を
見
る
と
、
一
四
行
目
に
「
息
子
が
い
て
昕
と
い
う
。
幼
い
頃
か

ら
人
情
に
篤
く
て
鋭
敏
で
、
成
長
し
て
か
ら
は
群
を
抜
い
て
い
た
の
で
、
左
領
軍
衛
将
軍
と
し
て
可
汗
を
襲
名
し
た

）
22
（

」
と
い
う
記
述
が

あ
る
。
阿
史
那
懐
道
が
十
姓
可
汗
で
あ
っ
た
こ
と
は
墓
誌
か
ら
も
伝
世
史
料
か
ら
も
明
ら
か
な
の
で
﹇
cf. 

内
藤
一
九
八
八
、
七
七
―
八
一

頁
﹈、
阿
史
那
昕
が
襲
名
し
た
「
可
汗
」
と
は
十
姓
可
汗
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
阿
史
那
懐
道
が
死
去
し
た
の
は
七
二
七
（
開
元
十

一
三
六
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五
）
年
﹇「
阿
史
那
懐
道
墓
誌
」
二
五
―
二
六
行
目
﹈
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
少
な
く
と
も
墓
誌
が
作
成
さ
れ
た
七
三
三
年
ま
で
に

は
、
阿
史
那
昕
は
十
姓
可
汗
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
長
安
に
住
ま
う
傀
儡
可
汗
の
阿
史
那
昕
か
ら
理
由
も
無
く
可
汗

位
を
奪
う
必
要
も
な
い
の
で
、
彼
は
チ
ュ
ー
河
流
域
に
送
り
込
ま
れ
る
七
四
二
年
ま
で
、
継
続
し
て
十
姓
可
汗
で
あ
り
続
け
た
可
能
性

が
高
い
だ
ろ
う
。
も
し
阿
史
那
昕
が
そ
の
ま
ま
殺
害
さ
れ
る
ま
で
十
姓
可
汗
を
帯
び
続
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
莫
賀
達
干
が
七
四
〇
年

に
起
こ
し
た
反
乱
は
阿
史
那
昕
の
十
姓
可
汗
冊
立
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
単
に
唐
軍
が
引
き
上
げ
た
直
後
か
ら
、
莫
賀
達
干
が
唐
の
統

制
に
従
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
、
黄
姓
突
騎
施
に
は
最
初
か
ら
唐
に
従
う
つ
も
り
な
ど
な

く
、
黒
姓
突
騎
施
を
唐
が
撃
破
し
た
途
端
に
手
の
ひ
ら
を
返
し
、
反
抗
す
る
名
目
と
し
て
阿
史
那
昕
の
可
汗
冊
立
を
持
ち
出
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
も
は
や
唐
の
勢
力
が
絶
対
の
も
の
と
は
言
え
な
い
当
時
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
唐
は
七
四
二
年
に
阿
史
那
昕
を
現
地
に
送
り
込
み
、
旧
西
突
厥
諸
部
を
統
率
下
に
置
こ
う
と
し
た
が
失
敗

し
た
。
そ
こ
で
唐
は
、
同
年
に
来
貢
し
て
き
た
都
摩
支
を
三
姓
葉ヤ

ブ
グ護

に
冊
立
し
た
一
方
で
、
七
四
四
（
天
宝
三
）
年
に
は
黒
姓
の

伊イ
ル
＝
イ
ト
ミ
シ
ュ
＝
ク
ト
ゥ
ル
グ
＝
ビ
ル
ゲ

里
底
密
施
骨
咄
禄
毗
伽
可
汗
（
黒
姓
可
汗
）
を
十
姓
可
汗
に
冊
立
し
て
い
る

）
23
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
三
姓
葉
護
の
「
三
姓
」
と
は
、
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
で
九
世
紀
初
頭
に
作
ら
れ
た
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
碑
文
漢
文
版
二
一
行

目
に
、「
十
箭
三
姓
突
騎
施
」﹇
森
安
／
吉
田
二
〇
一
九
、
二
三
頁
﹈
と
あ
り
、
同
ソ
グ
ド
語
版
二
〇
行
目
に
も
、「
一
〇
の
矢
の
三
つ
の
ト
ゥ

ル
ギ
シ
ュ
」﹇
森
安
／
吉
田
二
〇
一
九
、
五
〇
頁
、
cf. Yoshida 2020, p. 6 7

﹈
と
あ
る
よ
う
に
、
突
騎
施
を
構
成
す
る
三
部
族

）
24
（

を
指
す
表
現
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
唐
が
都
摩
支
に
与
え
た
「
三
姓
葉
護
」
と
は
、
突
騎
施
勢
力
の
首
長
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
い
も

一
三
七



50

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
五
巻
　

第
二
号

東洋学報　第105巻２号　タラス河畔の戦いと砕葉　最終抜念校

の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
黒
姓
可
汗
に
与
え
た
「
十
姓
可
汗
」
と
は
、
突
騎
施
を
含
む
旧
西
突
厥
の
一
〇
部
族
、
す
な
わ
ち

西
突
厥
全
体
の
君
主
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
都
摩
支
を
上
回
る
立
場
を
与
え
る
こ
と
で
黒
姓
支
持
を
は
っ
き
り
示
す
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
が
黒
姓
に
痛
手
を
与
え
た
ば
か
り
に
、
今
度
は
黄
姓
と
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
七
四
八
（
天
宝
七
）
年
に
は
北
庭
節
度
使
の
王
正
見
に
よ
り
、
突
騎
施
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
砕
葉
城
へ
の
攻
撃
が
あ

り
、
七
五
〇
（
天
宝
九
）
年
に
は
、
安
西
節
度
使
の
高
仙
芝
が
突
騎
施
可
汗
を
捕
縛
し
て
い
る
。
前
嶋
﹇
一
九
八
二
a
、
九
三
―
九
六
頁
﹈

は
、
こ
の
両
遠
征
と
も
に
黄
姓
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
当
然
従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
突
騎
施
は
蘇
禄
死
後
、
黒
姓
が
七
三
九
年
の
唐
の
攻
撃
で
衰
え
る
一
方
、
黄
姓
が
唐
の
軍
事
行
動
を
利
用
し
て
勢

力
を
拡
大
し
唐
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
七
五
〇
年
に
黄
姓
と
友
好
関
係
に
あ
る
石
国
へ
の
遠
征
が
行
わ

れ
、
翌
年
に
高
仙
芝
の
砕
葉
遠
征
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

砕
葉
遠
征
と
突
騎
施

　

砕
葉
遠
征
に
関
わ
る
記
事
と
し
て
は
、
や
は
り
【
史
料
三
】
杜
環
『
経
行
記
』
が
一
級
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
再
び
こ
れ
に
注
目
し

て
み
る
と
、
傍
線
（
a
）「
從
安
西
西
北
千
餘
里
有
勃
逹
嶺
、
嶺
南
是
大
唐
北
界
、
嶺
北
是
突
騎
施
南
界
」
と
い
う
記
述
が
目
に
留
ま

る
。
ベ
デ
ル
峠
は
天
山
越
え
の
経
路
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
南
方
、
つ
ま
り
タ
リ
ム
盆
地
側
は
唐
の
勢
力
圏
で
あ
る
一
方
、
そ

の
北
方
、
つ
ま
り
天
山
北
麓
か
ら
イ
シ
ク
ク
ル
方
面
は
、
突
騎
施
の
勢
力
圏
で
あ
る
と
記
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
突
騎
施
の
勢
力
が

極
め
て
強
か
っ
た
ら
そ
も
そ
も
危
険
な
天
山
越
え
の
遠
征
自
体
行
え
な
い
は
ず
な
の
で
、
突
騎
施
の
勢
力
が
盤
石
だ
っ
た
と
は
考
え
に

一
三
八
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く
い
が
、
そ
れ
で
も
、
唐
の
遠
征
軍
は
突
騎
施
の
勢
力
圏
内
を
通
る
心
積
も
り
で
進
軍
し
て
い
た
こ
と
を
こ
の
史
料
は
示
し
て
い
る
。

突
騎
施
の
う
ち
唐
と
対
立
し
て
い
た
の
は
黄
姓
で
あ
り
、
黄
姓
は
前
年
に
高
仙
芝
に
よ
っ
て
可
汗
が
捕
縛
さ
れ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
高

仙
芝
と
彼
の
遠
征
軍
は
、
彼
ら
の
勢
力
が
衰
え
た
と
は
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

突
騎
施
の
存
在
感
は
、『
経
行
記
』
の
ほ
か
の
記
事
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
砕
葉
川
、
す
な
わ
ち
チ
ュ
ー
平
原
の
記
述
で

は
、
傍
線
（
b
）「
其
川
西
接
石
國
、
約
長
千
餘
里
。
川
中
有
異
姓
部
落
、
有
異
姓
突
厥
、
各
有
兵
馬
數
萬
。
城
堡
閒
雜
、
日
尋
干
戈
、

凡
是
農
人
皆
擐
甲
冑
、
專
相
虜
掠
以
爲
奴
婢
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
も
と
も
と
突
騎
施
の
中
核
地
域
だ
っ
た
砕
葉

を
含
む
チ
ュ
ー
平
原
で
は
、
黄
姓
と
黒
姓
と
い
う
対
立
す
る
両
勢
力
が
入
り
乱
れ
て
争
い
合
っ
て
い
た
状
況
が
見
え
る
。
抗
争
が
続
い

て
い
た
こ
と
か
ら
、
突
騎
施
勢
力
も
決
し
て
安
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
前
年
の
高
仙
芝
に
よ
る
黄
姓
可
汗
捕
縛
に
よ
っ
て
、

唐
が
当
時
支
持
し
て
い
た
黒
姓
突
騎
施
が
チ
ュ
ー
平
原
を
制
圧
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
黄
姓
も
黒
姓
と
均
衡
す
る
勢
力
を
保
持
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
高
仙
芝
が
敗
れ
た
タ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
傍
線
（
c
）「
其
川
西
頭
有
城
、
名
曰
怛
羅
斯
、
石
國
人
鎭
、

天
寶
十
年
高
仙

芝
軍
敗
之
地
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
石
国
人
の
駐
屯
地
で
あ
る
と
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
石
国
は
黄
姓
突
騎
施
と
友
好

関
係
を
結
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
タ
ラ
ス
は
黄
姓
突
騎
施
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
東
方
に
砕
葉
周
辺
ま
で
が

黄
姓
と
黒
姓
の
係
争
地
域
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
杜
環
が
砕
葉
遠
征
に
よ
っ
て
見
た
の
は
、
前
年
の
可
汗
捕
縛
に
よ
っ
て
も
な
お
衰
え
ず
、
チ
ュ
ー
平
原
を
黒
姓
突

騎
施
と
争
っ
て
い
た
黄
姓
突
騎
施
の
姿
で
あ
る
。『
経
行
記
』
に
は
、「
又
有
碎
葉
城
、
天
寶
七
年
、
北
庭
節
度
使
王
正
見
薄
伐
、
城
壁

一
三
九
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摧
毀
、
邑
居
零
落
」
と
い
う
、
王
正
見
に
よ
る
砕
葉
城
遠
征
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
遠
征
の
目
的
も
黒
姓
突
騎
施
の
支
援
の
た
め
に

黄
姓
突
騎
施
を
討
伐
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
﹇
前
嶋
一
九
八
二
a
、
九
三
頁
﹈。
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
砕
葉
城
は
黄
姓
突
騎
施

の
勢
力
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
七
三
九
年
の
唐
に
よ
る
黒
姓
突
騎
施
討
伐
の
際
に
は
、
砕
葉
に
は
蘇
禄
の
子
吐
火
仙
が
い

て
、
黒
姓
突
騎
施
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
黒
姓
が
唐
の
攻
撃
で
痛
手
を
受
け
た
後
、
砕
葉
城
を
黄
姓
が

奪
取
し
た
が
、
黄
姓
が
唐
に
背
反
し
た
た
め
、
再
び
唐
は
砕
葉
遠
征
を
強
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
七
四
八
年
段
階
で
砕
葉
城
が
黄
姓
の
拠
点
で
あ
り
、
七
五
一
年
段
階
で
黄
姓
は
な
お
も
チ
ュ
ー
平
原
を
め
ぐ
る
抗
争
を

黒
姓
と
繰
り
広
げ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
唐
は
七
五
〇
年
の
可
汗
捕
縛
を
経
て
も
な
お
、
黄
姓
突
騎
施
に
対
す
る
対
応
を

念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
は
じ
め
て
、
七
五
一
年
の
高
仙
芝
遠
征
軍
の
当
初
の
目
的

地
が
砕
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
腑
に
落
ち
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
想
定
さ
れ
る
対
戦
相
手
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
で
は
な
く
黄
姓
突
騎

施
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
年
の
石
国
討
伐
に
よ
っ
て
石
国
王
子
が
背
反
し
た
と
見
な
し
た
唐
は
、
新
興
で
唐
と
の
接
触
も
少
な
か
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
対
応
に
悩
ま
さ
れ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
石
国
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
黄
姓
突
騎
施
と

戦
闘
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
重
要
拠
点
で
あ
る
砕
葉
へ
の
遠
征
を
敢
行
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
砕
葉
で
戦
闘
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
王
正
見
の
遠
征
に
よ
っ
て
唐
が
建
設
し
た
城
壁
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
﹇
柿
沼

二
〇
一
九
、
五
二
―
五
三
頁
﹈
こ
と
に
加
え
、
そ
も
そ
も
、
八
世
紀
後
半
以
降
、
西
部
天
山
地
方
の
主
導
権
は
、
突
騎
施
か
ら
カ
ル
ル
ク

へ
と
急
速
に
移
っ
て
い
く
た
め
、
こ
の
時
点
で
突
騎
施
は
砕
葉
城
に
駐
屯
軍
を
置
く
余
力
を
失
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
戦
闘
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
の
【
史
料
二
】『
資
治
通
鑑
』﹇
巻
二
一
六
「
天
宝
十
載
夏
条
」（
六
九
〇
七
―
六
九
〇
八
頁
）﹈

一
四
〇
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に
よ
れ
ば
、「
諸
胡
皆
怒
、
潛
引
大
食
欲
共
攻
四
鎭
。
仙
芝
聞
之
、
將
蕃
・
漢
三
萬
衆
擊
大
食
、
深
入
七
百
餘
里

0

0

0

0

0

0

、
至
恆
羅
斯
城
、
與
大

食
遇
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
高
仙
芝
は
「
深
入
」
し
て
タ
ラ
ス
に
到
達
し
た
旨
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
記
述
は
『
旧
唐
書
』
巻

一
〇
九
「
李
嗣
業
伝
」﹇
三
二
九
八
頁
﹈
に
な
る
と
、「
深
入
胡
地
」
と
な
っ
て
い
て
、
唐
の
勢
力
圏
を
遠
く
離
れ
た
進
軍
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
高
仙
芝
は
、
砕
葉
で
想
定
さ
れ
た
戦
闘
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
功
を
焦
っ
て
か
さ
ら
に
進
軍
を
続
け
、
黄
姓
突
騎
施

と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
石
国
の
駐
屯
地
で
あ
る
タ
ラ
ス
ま
で
進
軍
し
た
結
果
、
予
想
外
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
戦
闘
に
突
入
し
て
敗

北
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、【
史
料
二
】
に
よ
れ
ば
、
高
仙
芝
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
安
西
四
鎮
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
き
、
タ
ラ
ス
遠
征
を

行
っ
た
と
さ
れ
る
が
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
事
実
と
し
て
、
彼
の
出
兵
目
的
地
は
砕
葉
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
深

入
り
し
た
上
に
敗
戦
し
た
と
い
う
過
失
を
覆
い
隠
す
た
め
に
、
高
仙
芝
が
、
あ
り
も
し
な
い
安
西
四
鎮
攻
撃
計
画
を
察
知
し
た
と
偽
り

の
証
言
を
し
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
の
点
、K

arev

﹇2015, pp. 69–70

﹈
は
イ
ス
ラ
ー
ム
側
に
は
高
仙
芝
の
報
告
通
り
安
西
四

鎮
侵
攻
の
意
図
が
あ
り
、
四
鎮
の
う
ち
砕
葉
鎮
へ
侵
攻
す
る
た
め
に
タ
ラ
ス
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
側
に
安
西
四
鎮
侵
攻
の
意
図
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
大
変
興
味
深
い
も
の
だ
が
、
事
実
だ
と
し
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
イ
ス
ラ
ー

ム
側
の
計
画
で
あ
り
、
唐
側
に
そ
の
計
画
が
察
知
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
唐
は

タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
の
三
〇
年
以
上
前
に
当
た
る
七
一
九
（
開
元
七
）
年
に
砕
葉
鎮
を
四
鎮
か
ら
除
い
て
お
り
﹇
松
田
一
九
七
〇
、
三
八
四

―
三
九
一
頁
﹈、
既
に
砕
葉
は
唐
の
勢
力
圏
内
に
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
高
仙
芝
が
四
鎮
を
守
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
砕
葉
を
目

指
す
の
は
突
出
し
す
ぎ
だ
ろ
う
。
反
面
、
石
国
に
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
自
体
を
叩
く
の
で
あ
れ
ば
砕
葉
は
手
前
過
ぎ
る
。
結
果
、
砕

一
四
一
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葉
遠
征
は
意
図
が
不
明
の
遠
征
に
な
っ
て
し
ま
う
。
や
は
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
意
図
と
高
仙
芝
の
報
告
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。
仮
に
カ
レ
フ
の
推
測
通
り
だ
っ
た
と
し
て
も
高
仙
芝
が
敗
戦
を
虚
偽
の
侵
攻
計
画
で
覆
い
隠
そ
う
と
し
て
、
偶
然
、

イ
ス
ラ
ー
ム
側
の
意
図
と
重
な
っ
た
と
考
え
る
し
か
な
い
。
唐
側
の
意
図
は
、
あ
く
ま
で
突
騎
施
討
伐
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の

意
図
と
は
別
で
あ
っ
た
。
両
者
の
意
図
が
錯
綜
し
た
結
果
、
歴
史
上
の
大
き
な
偶
然
と
し
て
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
が
発
生
し
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
七
五
一
年
の
高
仙
芝
に
よ
る
遠
征
は
、
当
初
か
ら
タ
ラ

ス
や
、
そ
の
先
の
石
国
を
進
軍
目
的
地
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
対
突
騎
施
戦
を
想
定
し
て
、
砕
葉
を
目
的
地
と
す
る
「
砕
葉
遠

征
」
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
砕
葉
ま
で
至
っ
て
も
想
定
さ
れ
た
黄
姓
突
騎
施
と
の
戦
闘
は
起
こ
ら
ず
、
さ
ら
に

深
入
り
し
て
タ
ラ
ス
ま
で
進
軍
し
た
た
め
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
遭
遇
し
、
歴
史
に
残
る
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

既
に
前
嶋
﹇
一
九
八
二
a
、
一
〇
四
頁
﹈
が
そ
の
偶
発
性
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
は
高
仙
芝
が
戦
闘
を
想
定
し
た
相
手

で
す
ら
な
く
、
全
く
の
偶
然
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
遠
征
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
東
西

勢
力
の
天
王
山
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
唐
王
朝
が
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
、
と
も
考

え
に
く
い
。
唐
が
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
手
を
引
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
戦
い
の
四
年
後
に
発
生
し
、
唐
の
屋
台
骨
を
揺
る
が

し
た
「
安
史
の
乱
」（
七
五
五
―
七
六
三
）
の
影
響
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
贅
言
を
要
し
な
い
﹇
森
安
二
〇
〇
七
、
三
四
六
―
三
四
七
頁
﹈

）
25
（

。
一
四
二
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と
は
い
え
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
が
そ
の
後
の
歴
史
展
開
に
何
の
影
響
も
与
え
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
李
方
﹇
二
〇
〇
六
、
六
五

頁
﹈
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
中
央
ア
ジ
ア
に
確
立
さ
れ
、
反
面
、
唐
の
勢
力
が
中
央
ア
ジ
ア
で
劣
勢
に
な
っ
て
い
く
に
従
っ
て
、
唐

と
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
が
徐
々
に
破
綻
し
、
高
仙
芝
の
石
国
遠
征
の
よ
う
な
苛
烈
な
対
応
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
指
摘

し
た
。
表
面
的
に
は
唐
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
見
て
と
れ
な
い
が
、
大
き
な
流
れ
の
中
で
見
れ
ば
唐
が
中
央
ア
ジ

ア
を
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
っ
て
う
ば
わ
れ
て
い
く
流
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
が
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
稲
葉
﹇
二

〇
〇
一
、
二
六
頁
／Inaba 2010, pp. 49–50

﹈
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
そ
の
安
史
の
乱
の
際
に
中
国
に
到
来
し
、
唐
を
援
助
し

た
ア
ラ
ブ
兵
と
は
、
援
軍
を
求
め
る
唐
の
肅
宗
か
ら
フ
ェ
ル
ガ
ナ
に
対
し
て
出
さ
れ
た
徴
発
命
令
に
基
づ
き
、
当
地
に
結
集
し
た
反
ア
ッ

バ
ー
ス
朝
勢
力
を
吸
収
し
た
傭
兵
集
団
で
あ
っ
た
。
稲
葉
は
、
フ
ェ
ル
ガ
ナ
が
直
接
徴
発
を
受
け
た
の
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
を
引

き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
、
唐
に
よ
る
フ
ェ
ル
ガ
ナ
擁
護
と
石
国
遠
征
へ
の
見
返
り
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
が
中
央
ア

ジ
ア
情
勢
に
干
渉
し
た
こ
と
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
一
部
中
国
に
引
き
込
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
が
後
世
に
意
味
を
持
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
と
は
異
な
り
、
現
代
人
の
視
点
か
ら
離
れ
、
同
時
代
人
の
視
点
か
ら
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
を
捉
え
直
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の
際

強
調
し
た
い
。
結
果
的
に
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
を
引
き
起
こ
し
た
遠
征
の
目
的
地
が
砕
葉
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
浮
か
び
上
が
る

の
は
、
突
騎
施
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
警
戒
感
で
あ
り
、
唐
側
か
ら
見
た
場
合
の
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
対
す
る
関
心
の
薄
さ
で
あ
る
。

砕
葉
城
を
含
む
チ
ュ
ー
平
原
は
、
安
西
四
鎮
を
脅
か
し
た
突
騎
施
の
全
盛
期
と
さ
れ
る
蘇
禄
が
死
去
し
た
後
も
、
相
変
わ
ら
ず
突
騎
施

の
勢
力
圏
で
あ
り
、
唐
の
頭
を
悩
ま
す
存
在
で
あ
っ
た
（
よ
う
に
見
え
た
）。
そ
の
存
在
感
は
、
安
西
四
鎮
の
勢
力
圏
に
直
接
影
響
を
及

一
四
三
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ぼ
し
て
こ
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
（
よ
う
に
見
え
た
）
は
ず
で
あ
る
。

　

実
際
に
は
突
騎
施
は
、
七
五
四
年
に
ウ
イ
グ
ル
と
の
勢
力
争
い
に
敗
れ
ア
ル
タ
イ
山
脈
か
ら
西
部
天
山
に
移
住
し
て
き
た
カ
ル
ル
ク

の
興
隆
﹇
川
崎
一
九
九
三
﹈
に
よ
り
、
そ
の
力
を
失
っ
て
い
く
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
八
世
紀
後
半
以
降
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
史
料

に
お
い
て
も
、
カ
ル
ル
ク
が
東
方
の
隣
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
﹇Pritsak 1951, p. 2 79

﹈、
や
が
て
は
カ
ラ
ハ
ン
朝
の
建
国
へ
と

い
た
る

）
26
（

。
こ
の
よ
う
に
、
砕
葉
遠
征
時
点
で
の
唐
の
警
戒
感
と
は
裏
腹
に
、
突
騎
施
と
カ
ル
ル
ク
と
の
交
代
は
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た

の
で
あ
る
。
高
仙
芝
に
と
っ
て
、
本
当
に
警
戒
す
べ
き
は
斜
陽
の
突
騎
施
で
は
な
く
カ
ル
ル
ク
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
を

生
き
る
人
々
に
と
っ
て
、
強
者
と
し
て
の
突
騎
施
の
イ
メ
ー
ジ
は
簡
単
に
拭
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
し
て
、
新
興
の

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
が
そ
の
後
、
大
発
展
を
遂
げ
る
な
ど
と
は
、
彼
ら
に
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

突
騎
施
の
没
落
と
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
大
い
な
る
発
展
を
知
る
後
世
の
我
々
は
、
歴
史
の
流
れ
に
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
長
期
的
な
流
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
確
か
に
東
西
両
勢
力
が
一
瞬
だ
け
鞘
を
当
て
た
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
に
重
要
な
意
味
を
見

い
だ
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
戦
闘
で
は
な
か
っ
た
。
伝
世
史
料
に
記
述
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
が
、
何
よ
り
そ
れ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
は
、
同
時
代
人
の
持
っ
て
い
た
感
覚
と
、

現
代
人
の
持
つ
歴
史
感
覚
と
を
、
切
り
分
け
て
考
え
る
べ
き
好
例
と
な
る
だ
ろ
う
。
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考
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註（
1
）　

中
国
史
料
で
は
、『
資
治
通
鑑
』﹇
巻
二
一
六
「
天
寶
十
載
夏
条
」

（
六
九
〇
七
―
六
九
〇
八
頁
）﹈
と
、
新
旧
『
唐
書
』「
李
嗣
業
伝
」
の

情
報
が
最
も
詳
し
い
。
西
方
史
料
で
は
、D

unlop

﹇1964

﹈
が
紹
介

し
た
九
世
紀
のYa‘qūb al-Fasaw

ī

の
記
述
が
時
代
も
古
く
詳
細
で
あ

る
が
、
こ
ち
ら
で
は
戦
闘
は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
三
四
年Shaw

w
āl

月
（
七

五
二
年
四
―
五
月
）
に
発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
て
時
期
が
合
わ
ず
、

戦
闘
が
起
こ
っ
た
場
所
も
タ
ラ
ス
で
は
な
くṬalkh*

（
＝A

ṭlaḥ

）
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

六
四
八
年
か
ら
六
七
九
（
調
露
元
）
年
ま
で
の
間
に
、
砕
葉
と

焉
耆
の
ど
ち
ら
が
安
西
四
鎮
に
入
っ
て
い
た
か
は
史
料
に
よ
っ
て
異

動
が
あ
り
、
多
く
の
研
究
者
は
焉
耆
説
を
採
っ
て
い
る
が
、
内
藤
み

前
嶋
信
次　

一
九
八
二
a
「
タ
ラ
ス
戦
考
」『
民
族
・
戦
争　
　

東
西
文
化
交
流
の
諸
相　
　

』
誠
文
堂
新
光
社
、
四
一
―
一
一
二
頁
。

―
―
―　

一
九
八
二
b
「
杜
環
と
ア
ル
・
ク
ー
フ
ァ　
　

中
国
古
文
献
に
現
れ
た
西
ア
ジ
ア
事
情
の
研
究　
　

」『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
史

上
の
群
像　
　

東
西
文
化
交
流
の
諸
相　
　

』
誠
文
堂
新
光
社
、
六
一
―
七
八
頁
。

松
田
壽
男　

一
九
七
〇
『
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
（
増
補
版
）』
早
稲
田
大
学
出
版
部
。

護
雅
夫　

一
九
七
六
『
古
代
遊
牧
帝
国
』（
中
公
新
書
四
三
七
）
中
央
公
論
社
。

森
安
孝
夫　

二
〇
〇
七
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
興
亡
の
世
界
史 

第
五
巻
）
講
談
社
。

―
―
―　

二
〇
一
五
「
吐
蕃
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
」『
東
西
ウ
イ
グ
ル
と
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
三
二
―
二
二
九

頁
。

森
安
孝
夫
・
吉
田
豊　

二
〇
一
九
「
カ
ラ
バ
ル
ガ
ス
ン
碑
文
漢
文
版
の
新
校
訂
と
訳
注
」『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
三
四
、
一
―
五

九
頁
＋
図
版
一
頁
。

一
四
八
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ど
り
氏
の
み
砕
葉
説
を
採
っ
て
い
る
。
両
者
の
説
に
つ
い
て
は
齊
藤

﹇
二
〇
二
一
、
七
一
頁
﹈
で
紹
介
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ

と
。

（
3
）　

砕
葉
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
柿
沼
﹇
二
〇
一
九
﹈、

齊
藤
﹇
二
〇
二
一
、
二
〇
二
三
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）　

当
該
時
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
は
具
体
的
に
は
ウ
マ
イ
ヤ
朝

と
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
両
者
の
違
い
に
は
立
ち
入

ら
ず
、
単
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
と
呼
称
す
る
。
漢
文
で
一
貫
し
て
「
大

食
」
と
呼
称
さ
れ
る
勢
力
が
こ
れ
に
当
た
る
。

（
5
）　

こ
こ
ま
で
の
記
述
は
、G

ibb 1923
／D

unlop 1964

／
前
嶋 

一

九
八
二
a
／B

eckw
ith 1987

／
ド
ゥ
・
ラ
・
ヴ
ェ
シ
エ
ー
ル
二
〇

一
九
な
ど
に
よ
る
。

（
6
）　

十
載
、
又
從
平
石
國
、
及
破
九
國
胡
幷
背
叛
突
騎
施
、
以
跳
盪

加
特
進
、
抒
本
官
。
初
、
仙
芝
紿
石
國
王
約
爲
和
好
、
乃
將
兵
襲
破

之
、
殺
其
老
弱
、
虜
其
丁
壯
、
取
金
寶
瑟
瑟
駝
馬
等
、
國
人
號
哭
、

因
掠
石
國
王
東
獻
之
于
闕
下
。

（
7
）　

朅
師
が
ど
こ
に
当
た
る
か
は
諸
説
あ
る
が
、
チ
ト
ラ
ル
に
当
て

る
説
を
採
る
。
森
安
﹇
二
〇
一
五
、
一
八
一
、
二
一
七
頁
、
注
二
〇

四
﹈
参
照
。

（
8
）　

高
仙
芝
之
虜
石
國
王
也
、
石
國
王
子
逃
詣
諸
胡
、
具
吿
仙
芝
欺

誘
貪
暴
之
狀
。
諸
胡
皆
怒
、
潛
引
大
食
欲
共
攻
四
鎭
。
仙
芝
聞
之
、

將
蕃
・
漢
三
萬
衆
擊
大
食
、〔『
考
異
』
曰
、
馬
宇
『
段
秀
實
別
傳
』

云
「
蕃
・
漢
六
萬
眾
」、
今
從
『
唐
曆
』。〕
深
入
七
百
餘
里
、
至
恆
羅

斯
城
、
與
大
食
遇
。
相
持
五
日
、
葛
羅
祿
部
衆
叛
、
與
大
食
夾
攻
唐

軍
、
仙
芝
大
敗
、
士
卒
死
亡
略
盡
、
所
餘
纔
數
千
人
。

（
9
）　

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
状
況
と
し
て
、
カ
レ
フ
﹇K

arev 2015, pp. 

69–70

﹈
は
、
こ
の
時
ア
ブ
ー=

ム
ス
リ
ムA

bū M
uslim

の
命
令
を

受
け
た
サ
イ
ー
ド
＝
ブ
ン
＝
フ
マ
イ
ドSa‛īd b. Ḥ

um
ayd

が
援
軍
に

や
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
は
石
国
王
子
を
伴
っ
て
石
国
を
平
定
し
、
当

地
に
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
再
確
立
す
る
た
め
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。

（
10
）　

現
在
、
タ
ラ
ス
の
名
を
持
つ
都
市
は
、
タ
ラ
ス
河
を
は
さ
ん
で

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
と
キ
ル
ギ
ス
側
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
る
。
稲

葉
﹇
二
〇
二
二
、
一
五
〇
頁
﹈
は
、
両
者
の
間
、「
タ
ラ
ス
河
の
河
谷

が
あ
る
程
度
開
け
て
い
て
野
戦
が
可
能
な
場
所
」
で
会
戦
が
行
わ
れ

た
と
推
測
し
て
い
る
。

（
11
）　

一
般
的
に
は
葱
嶺
と
は
パ
ミ
ー
ル
高
原
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で

は
、
唐
の
最
西
端
の
軍
事
拠
点
が
あ
っ
た
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
の
葱
嶺

守
捉
﹇
伊
瀬
一
九
五
五
、
三
三
七
―
三
三
八
頁
﹈
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
は
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
森
安
孝
夫
氏
よ
り
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
。

（
12
）　

杜
環
『
經
行
記
』
云
、「
其
國
城
一
名
赭
支
、
一
名
大
宛
。
天
寶

一
四
九
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中
、
鎭
西
節
度
使
髙
仙
芝
擒
其
王
及
妻
子
歸
京
師
。
國
中
有
二
水
、

一
名
眞
珠
河
、
一
名
質
河
、
並
西
北
流
。
土
地
平
敞
、
多
果
實
、
出

好
犬
・
良
馬
」。
又
云
、「
碎
葉
國
。（
a
）
從
安
西
西
北
千
餘
里
有
勃

逹
嶺
、
嶺
南
是
大
唐
北
界
、
嶺
北
是
突
騎
施
南
界
。
西
南
至
葱
嶺
二

千
餘
里
。
其
水
嶺
南
流
者
盡
過
中
國
、
而
歸
東
海
。
嶺
北
流
者
盡
經

胡
境
、
而
入
北
海
。
又
北
行
數
日
、
度
雪
海
。
其
海
在
山
中
、
春
夏

常
雨
雪
、
故
曰
雪
海
。
中
有
細
道
、
道
傍
往
往
有
水
孔
、
嵌
空
萬
仞
、

轉
墮
者
莫
知
所
在
。
勃
逹
嶺
北
行
千
餘
里
至
碎
葉
川
。
其
川
東
頭
有

熱
海
、
兹
地
寒
而
不
凍
、
故
曰
熱
海
。
又
有
碎
葉
城
、
天
寶
七
年
、

北
庭
節
度
使
王
正
見
薄
伐
、
城
壁
摧
毀
、
邑
居
零
落
。
昔
交
河
公
主

所
居
止
之
處
、
建
大
雲
寺
、
猶
存
。
其
川
西
接
石
國
、
約
長
千
餘
里
。

（
b
）
川
中
有
異
姓
部
落
、
有
異
姓
突
厥
、
各
有
兵
馬
數
萬
。
城
堡
閒

雜
、
日
尋
干
戈
、
凡
是
農
人
皆
擐
甲
冑
、
專
相
虜
掠
以
爲
奴
婢
。（
c
）

其
川
西
頭
有
城
、
名
曰
怛
羅
斯
、
石
國
人
鎭
、
卽
天
寶
十
年
高
仙
芝

軍
敗
之
地
。
從
此
至
西
海
以
來
、
自
三
月
至
九
月
、
天
無
雲
雨
、
皆

以
雪
水
種
田
。
宜
大
麥
・
小
麥
・
稻
禾
・
豌
豆
・
畢
豆
。
飮
蒲
萄
酒
・

麋
酒
・
醋
乳
」。

（
13
）　

西
州
管
轄
下
に
あ
っ
た
館
で
、
西
州
か
ら
焉
耆
に
向
か
う
幹
線

路
上
に
あ
っ
た
﹇
厳
耕
望
一
九
八
五
、
四
六
四
頁
﹈。
八
世
紀
以
降
、

西
州
管
内
で
は
軍
事
支
配
の
強
化
と
と
も
に
駅
道
制
度
が
廃
絶
に
向

か
っ
た
た
め
、
宿
泊
施
設
で
あ
る
館
が
幹
線
道
路
沿
い
に
完
備
さ
れ

て
い
っ
た
﹇
荒
川
二
〇
一
〇
、
三
三
〇
頁
﹈

（
14
）　
「
唐
天
寶
十
三
載
（
七
五
四
）
礌
石
館
具
七
至
閏
十
一
月
帖
馬
食

歴
上
郡
長
行
坊
状
」﹇『
吐
文
』
四
、
四
四
七
―
四
五
八
頁
﹈
の
一
九

一
行
目
に
現
れ
る
「
捉
館
官
許
獻
芝
」
と
同
一
人
物
と
さ
れ
る
﹇
畢

波
二
〇
〇
七
、
二
五
頁
﹈。
捉
館
官
は
館
の
主
催
者
﹇
孫
暁
林
一
九
九

一
、
二
五
四
―
二
五
五
頁
﹈
で
あ
る
。

（
15
）　

天
威
は
『
新
唐
書
』
巻
四
〇
「
地
理
志
四 

隴
右
道
鄯
州
鄯
城
県

条
」﹇
一
〇
四
一
頁
﹈
に
現
れ
る
天
威
軍
の
略
称
で
あ
る
﹇
畢
波
二
〇

〇
七
、
二
五
―
二
六
頁
﹈。

（
16
）　

郭
子
儀
の
長
男
が
曜
で
あ
る
こ
と
は
、『
旧
唐
書
』
巻
一
二
〇

「
郭
子
儀
伝
」﹇
三
四
六
六
頁
﹈
に
、「
子
曜
・
旰
・
晞
・
昢
・
晤
・

曖
・
曙
・
映
等
八
人
、
婿
七
人
、
皆
朝
廷
重
官
（
息
子
の
曜
・
旰
・

晞
・
昢
・
晤
・
曖
・
曙
・
映
の
八
人
、
娘
婿
の
七
人
は
、
み
な
朝
廷

の
要
職
に
就
く
官
僚
で
あ
っ
た
）」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認

で
き
る
。

（
17
）　

天
寶
初
、
戎
帥
張
大
賓
・
高
仙
芝
咸
辟
爲
軍
鋒
、
從
事
破
斬
啜
・

突
騎
施
、
開
勃
律
・
碎
葉
。

（
18
）　

張
大
賓
の
名
は
漢
籍
に
現
れ
な
い
も
の
の
、
鄭
旭
東
﹇
二
〇
一

九
、
六
〇
頁
﹈
は
、
七
三
五
（
開
元
二
十
三
）
年
前
後
に
天
山
軍
使
・

西
州
刺
史
で
あ
っ
た
「
張
待
賓
」
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

（
19
）　
「
高
仙
芝
伝
」﹇
三
二
〇
五
頁
﹈
で
は
「
四
鎮
節
度
使
」
と
さ
れ

一
五
〇
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る
が
、『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
四
「
封
常
清
伝
」﹇
三
二
〇
七
頁
﹈
で
は

「
安
西
節
度
使
」
と
さ
れ
る
。

（
20
）　
「
斬
啜
」
と
は
、
齊
藤
﹇
二
〇
一
三
﹈
で
論
じ
た
「
ブ
グ
チ
ョ
ル

集
団
」
と
関
わ
り
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
主
題
を
大

き
く
外
れ
る
た
め
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
21
）　

都
摩
支
又
背
逹
干
、
立
蘇
祿
子
吐
火
仙
骨
啜
爲
可
汗
、
居
碎
葉

城
、
引
黑
姓
可
汗
爾
微
特
勒
保
怛
邏
斯
城
、
共
擊
逹
干
。
帝
使
磧
西

節
度
使
蓋
嘉
運
和
撫
突
騎
施
・
拔
汗
那
西
方
諸
國
。
莫
賀
逹
干
與
嘉

運
率
石
王
莫
賀
咄
吐
屯
・
史
王
斯
謹
提
共
擊
蘇
祿
子
、
破
之
碎
葉
城
。

吐
火
仙
棄
旗
走
、
禽
之
幷
其
弟
葉
護
頓
阿
波
。
疏
勒
鎭
守
使
夫
蒙
靈

詧
挾
銳
兵
與
拔
汗
那
王
掩
怛
邏
斯
城
、
斬
黑
姓
可
汗
與
其
弟
撥
斯
、

入
曳
建
城
、
收
交
河
公
主
及
蘇
祿
可
敦
・
爾
微
可
敦
而
還
。
又
料
西

國
散
亡
數
萬
人
、
悉
與
拔
汗
那
王
。
諸
國
皆
降
。

（
22
）　

有
男
曰
昕
。
幼
而
敦
敏
、
長
而
獨
立
、
以
左
領
軍
衛
將
軍
襲
號

可
汗
。

（
23
）　

前
嶋
﹇
一
九
二
八
a
、
九
一
―
九
二
頁
﹈
は
「
三
姓
葉
護
」
の

都
摩
支
が
「
骨
咄
禄
毗
伽
都
摩
度
闕
俟
斤
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、「
十

姓
可
汗
」
の
伊
里
底
密
施
骨
咄
禄
毗
伽
可
汗
と
「
骨
咄
禄
毗
伽
」
と

い
う
称
号
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る

と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
内
藤
﹇
一
九
八
八
、
九
三
―
九
四
頁
﹈
は
、

都
摩
支
が
三
姓
葉
護
に
冊
立
さ
れ
た
後
で
あ
る
七
四
三
（
天
宝
二
）

年
に
「
黒
姓
可
汗
骨
咄
禄
毗
伽
」
が
来
貢
し
て
い
る
が
、
都
摩
支
だ

と
す
る
と
唐
に
与
え
ら
れ
た
称
号
で
あ
る
「
三
姓
葉
護
」
を
名
乗
ら

ず
、
自
称
で
あ
る
「
黒
姓
可
汗
」
を
名
乗
っ
て
入
貢
し
た
こ
と
に
な

り
、
到
底
あ
り
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
前
嶋
説
を
批
判
し
た
。
内

藤
氏
の
批
判
は
当
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
両
者

は
別
人
と
扱
っ
て
い
る
。

（
24
）　

こ
の
三
部
族
が
何
を
指
す
か
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
新
唐

書
』﹇
巻
四
三
下
「
地
理
志
七
」（
一
一
三
〇
頁
）﹈
に
よ
る
と
、
嗢
鹿

州
都
督
府
が
置
か
れ
た
突
騎
施
索
葛
莫
賀
部
と
、
潔
山
都
督
府
が
置

か
れ
た
突
騎
施
阿
利
施
部
と
が
あ
り
、
突
騎
施
の
二
部
族
が
確
認
で

き
る
。
そ
し
て
、
黄
姓
の
烏
質
勒
は
嗢
鹿
州
都
督
で
あ
っ
た
﹇『
冊
府

元
亀
』
巻
九
六
七
「
外
臣
部
継
襲
篇
二
」（
宋
版
、
三
八
二
八
頁
／
明

版
、
一
一
三
七
二
頁
）﹈
こ
と
か
ら
索
葛
莫
賀
部
出
身
と
わ
か
る
﹇
cf. 

内
藤
一
九
八
八
、
三
一
六
頁
﹈。
索
葛
莫
賀
部
が
黄
姓
・
黒
姓
に
分
か

れ
て
い
る
と
も
し
仮
定
す
れ
ば
、
そ
れ
に
阿
利
施
部
を
加
え
て
三
姓

と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
帝
京
大
学
文
化
財
研

究
所
客
員
教
授
の
吉
田
豊
氏
よ
り
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

（
25
）　

カ
レ
フ
﹇K

arev 2015, p. 6 8

﹈
は
、
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
高
仙
芝
に
よ
る
七
五
〇
年
の
石
国
遠
征
が
あ

ま
り
に
苛
烈
で
あ
っ
た
た
め
に
、
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
唐
に
対
す

る
不
信
感
が
植
え
付
け
ら
れ
、
中
国
と
中
央
ア
ジ
ア
の
関
係
に
お
け

一
五
一
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る
転
換
点
と
な
っ
た
、
と
す
る
が
、
そ
も
そ
も
そ
の
後
、
両
者
は
接

触
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
26
）　

カ
ラ
ハ
ン
朝
の
建
国
に
つ
い
て
は
八
四
〇
年
説
や
九
四
〇
年
説

が
あ
り
、
決
着
を
見
て
い
な
い
﹇
cf. 

代
田
二
〇
〇
一
﹈。
そ
の
建
国

者
の
出
自
に
つ
い
て
も
諸
説
が
あ
る
が
、
主
要
四
部
族
の
う
ち
に
カ

ル
ル
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
な
よ
う
で
あ
る
﹇
代
田
二
〇

〇
一
、
一
八
頁
﹈。

（
帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所
講
師
）

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
基
盤
研
究
（
S
）（JSPS

科
研
費21H

04984

）
の
助

成
を
受
け
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
学
研
究
会
二
〇
二
二
冬
」（
帝
京
大
学
文
化
財
研
究
所
主
催
・
オ
ン

ラ
イ
ン
）
で
口
頭
報
告
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。

一
五
二
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the Northern Qi dynasty, had not practiced the levirate custom was favorable 

for the Weishu.

     The Tongdian emphasized that levirate was a northern barbarian cus-

tom, and used the derogatory terms zheng 蒸 and bao 報 to refer to it. This 

style of description had previously appeared in the various texts compiled 

during the early Tang dynasty, and the Tongdian utilized it thoroughly. The 

Weishu’s assertion that the northern barbarian Gaoche did not practice the 

levirate was inconsistent with this policy of description, and thus Du You 

erased this record from the Tongdian. Du You’s active use of this strategy 

stemmed from his foreign policy of preventing the advancement of barbarians 

into China. By comparing the “ancient Chinese” to “modern barbarians,” he 

aimed to assert the immutability of barbarians, and there was a clear distinc-

tion between the Chinese and the barbarians in this assertion. The descriptions 

of levirate in the Tongdian reinforced Du You’s claim that the Chinese are 

distinct from the barbarians.

Battle of Talas and Suiye: Unravelling the True Purpose of Tang Dynasty’s

Military Campaign

SAITO Shigeo

     This paper explores the historical development leading up to the Battle 

of Talas, which took place in 751 between the Tang Dynasty and Islamic forc-

es. While some studies have long regarded the battle as an important clash in 

world history, others have argued that it was a serendipitous encounter with 

little impact on subsequent historical developments. This paper discusses the 

historical significance of the battle, starting from examining the motive of the 

Tang army, which was led by Gao Xianzhi 高仙芝 to the banks of the Talas 

River.

     First, Chapter 1 discusses the context of Central Asian history leading 

ii
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up to the Battle of Talas. The Shāsh (Shiguo 石國), patronised by the Turkic 

nomadic Huangsheng Türgiš (Huangxing Tuqishi 黃姓突騎施), found them-

selves in conflict with the Tang. The Shāsh’s defection from the Tang during 

their conflict with Fergana prompted Gao Xianzhi’s military expedition and 

eventually led to the outbreak of the Battle of Talas.

     In Chapter 2, two historical documents are examined: the newly discov-

ered Turfan document dating back to 751 (2006TZJI:026) and the Epitaph of 

Guo Yao 郭曜 from 783. Both documents record the departure of Gao Xian-

zhi’s army for the Battle of Talas. Remarkably, they mention Suiye 碎葉 

(Sūyāb, now the site of Ak-Beshim) as the initial destination before Talas. This 

is in line with the records of Du Huan 杜環, which provide more details about 

Suiye than the Battle of Talas itself. Thus, it is clear that the initial destination 

of Gao Xianzhi’s army was not Talas but Suiye.

     In Chapter 3, it is pointed out that the Huangsheng Türgiš had a strong 

presence in Central Asia at the time. The Gao Xianzhi’s army, following the 

defection of Shāsh, assumed that it would engage in battle with the Huang-

sheng Türgiš rather than the emergent Islamic forces, and set out for Suiye.

     The examination conducted by this paper reveals that Gao Xianzhi’s 

expedition, which resulted in the Battle of Talas, did not intend to target the 

Islamic forces; the engagement between the two factions was purely coinci-

dental.

The Northern Song of Kaifeng’s Shangyuan Guandeng and

the Capital Residents

MATSUDA Ryo

     In previous studies on the Northern Song dynasty in the capital of Kai-

feng 開封, although it has been pointed out that the transformation of the 

capital space was related to the background of each period, the changes in the 

iii
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